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2024年６月 18日（火）京都テルサにてＪＲ連合第 34回定期大会が開催されました。青年・女性

委員会を代表して岩田代議員（ＪＲ東海ユニオン）がＪＲ連合執行部に対して質疑を行いました。 

  

◆民主化闘争について 

  ＪＲ北労組をはじめ、今年度も組織拡大に向けた活動を取り組んで

きた一方、更なる手法で取り組むことができる可能性もあるのではな

いかという反省点もあった。近年、若年層の組合不要論がコロナ禍の

影響で拍車がかかっている実態もあり、ＳＮＳを活用した広報活動の

取り組みや、労働組合としての重要性を高めるために、関係単組や基

本組織とも連携を深め、よりよい取り組みを模索していきたい。 

 

 

◆青女活動について 

年度を通じて、コロナ禍前を彷彿とさせる取り組みを行うこ

とができた。一方、役員研修会など教育関係については各単組青

女役員における知悉度に差があることから、幹事会としても企

画運営に携わっていきたい。 

第 28回ユースラリーを静岡の地で開催し、大きな盛り上がりを

みせ、成功裡に終えることができた。反省点はあるものの、 

ＪＲ連合への魅力を高めるべく次年度の開催に向けて検討して              

いきたい。 

 

☞ その他、第 34回定期大会においては、今年３月に発足したＪＲ東海リテイリング・プラス労組

の加盟が紹介されたほか、女性代議員の参画率目標を達成しました。 

 

共につき進もう ～全国の仲間と明るい未来へ～  

大会宣言案を読み上げる 

李澤議長 

質疑を行う 

岩田代議員 


